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はじめに 

平成 25 年８月９日に当町を襲った「大雨洪水災害」から、２年と半年が過ぎようと

しております。被害に遭われた皆様には、あらためて心からお見舞いを申し上げます。 

 大雨洪水災害は、線状降水帯の発生により、これまでに経験したことのない記録的

降水量となり、用排水路や道路側溝からの雨水が一時に道路や宅地、農地などにも浸

水したほか、河川の護岸洗掘や河道閉塞、土砂崩れにより、上野沢地区に通ずる町道

をはじめ、県道、国道にも大きな被害を受け、矢櫃地区においては橋梁が流出するな

ど、これまでにない甚大な被害が発生しましたが、人的被害のなかったことが何より

でありました。 

 このような状況の中、一刻も早い被害状況の把握に努めるべく、被害調査や応急対

応にあたったほか、被災者支援や復旧復興を進めるにあたっては、説明会を開催しな

がら、被害を受けた皆様のご意向にも極力添えるよう配慮して進めてまいりました。  

 応急対応を進めるにあたりましては、町民の皆さん自らのお取り組みや、防災ボラ

ンティア等からのご支援をいただいたほか、被害箇所の復旧復興を進めるにあたりま

しては、国や県のご理解やご指導のほか、近隣市町及び災害時相互応援協定締結自治

体等からの職員派遣というご支援もいただいたことにより、このたび、町で進めてま

いりました災害復旧工事が完了する運びとなりました。 

また、災害復旧にあたりましては、国や県による災害復旧工事のほか、電気事業者

による電力供給、通信事業者による電話通信、鉄道事業者による鉄道施設等について

も、それぞれ迅速な応急対応や本復旧を進めていただきました。ご支援ご尽力いただ

きました皆様にあらためて感謝を申し上げます。 

 近年では、日本各地ひいては世界各地でも、これまでにない多くの自然災害が発生

しており、もはや異常とはいえない、常に起こりうる状況に変化してきています。こ

の記録は、町の大雨洪水災害への応急対応や被災者支援・復旧復興への取り組みを記

すとともに、今後起こりうる災害にも備えようとするものです。 

「安全に安心して暮らせるまち」に向けて、「自助・共助・公助」による地域防災

力の向上に努め、災害に強いまちづくりを進めてまいりますので、今後ともなお一層

のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

平成 28 年２月 

雫石町長 深 谷 政 光 
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第１章 災害の概要 

１ 災害の状況 

 平成 25 年８月９日は東北地方に暖かく湿った空気が流れ込み、大気の状態が非常

に不安定となりました。 

 町内の雨の降り始めの時間は午前６時で、午前８時 45 分に大雨（土砂災害、浸水

害）洪水警報、午前９時 10 分に土砂災害警戒情報、午前 11 時には岩手県記録的短時

間大雨情報が発表となり、正午までの１時間降水量は雫石で 78 ミリ、春木場で 101

ミリと、これまでに経験したことのない記録的降水量を記録しました。 

また、降り始めから降り終りまでの総降水量は、雫石で 264 ミリ、橋場で 351 ミ

リ、春木場で 329 ミリ、男助で 203 ミリとなり、雫石地区、御所地区、御明神地区

のほぼ全域で住家の床上・床下浸水や土砂災害、道路の損壊や冠水による交通障害、

停電や断水などの被害が発生しました。特にも、御明神地区の上野沢や志戸前、御所

地区の芦ヶ平については、道路への土砂崩れや道路の損壊により一時孤立状態が生じ

たほか、御明神地区の和野、上和野では流木による河道閉塞により周辺地域に浸水被

害が生じる事態となりました。これだけの広範にわたる被害がある中で、人的被害の

なかったことが救いでありました。 

  

【町内雨量観測所における最大１時間降水量及び総降水量】  

観測所 
最大１時間降水量 総降水量 

(単位：ミリ) 
設置管理 

(単位：ミリ) 時間 

葛根田 35 ９：00 100 気象庁 

雫 石 78 12：00 264 気象庁 

葛根田 40 ９：00 148 国土交通省 

橋 場 88 12：00 351 国土交通省 

春木場 101 12：00 329 国土交通省 

滝ノ上 36 ９：00 93 国土交通省 

網 張 28 ９：00 84 国土交通省 

玄 武 35 ９：00 97 国土交通省 

男 助 66 10：00 203 国土交通省 

西安庭 76 12：00 － 国土交通省 

御 所 53 12：00 229 国土交通省 

 ※雫石観測所（地域気象観測システム：アメダス） 

西安庭観測所（国土交通省設置）流失により 14：00 以降欠測 
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２ 気象情報の発表状況 

日  時 種  類 

８月９日（金） 

８：08 大雨・洪水・雷注意報発表 

８：45 大雨（土砂災害、浸水害）洪水警報発表 

９：10 土砂災害警戒情報発表 

11：55 岩手県記録的短時間大雨情報発表 

８月 10 日（土） 

６：30 洪水警報解除 

10：05 土砂災害警戒情報解除 

14：11 大雨警報解除 

 

 気象警報や注意報の発表は次によりますが、大雨・洪水・雷注意報の発表が午前８

時８分、大雨(土砂災害、浸水害)洪水警報の発表が午前８時 45 分とリードタイムが確

保されるような現象ではありませんでした。 

 

気象警報・注意報は、対象とする現象の発生が予想された場合に発表しており、 

予想される現象が発生する概ね３～６時間前に発表することとしています。ただ 

し、短時間の強い雨に関する大雨警報・注意報及び洪水警報・注意報については 

概ね２～３時間前に発表することとしています。また、夜間・早朝に警報発表の 

可能性がある場合には、夕方に注意報を発表し、警報を発表する可能性のある時 

間帯をその注意報の発表文中に、例えば「明け方までに警報に切り替える可能性 

がある」などと明示しています。なお、こうした猶予時間（リードタイム）は、 

気象警報・注意報が防災機関や住民に伝わって避難行動などがとられるまでに要 

する時間を考慮して設けていますが、現象の予想が難しい場合には、結果として 

こうしたリードタイムが確保できない場合もあります。 

[出典：気象庁 HP から] 
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日降水量分布図（８月９日） 

解析雨量による８月９日00 時から24 時までの24 時間降水量積算値 

 

８月９日00 時から24 時までの解析雨量を積算した降水量分布では、秋田県と岩手県で約350

ミリに達した所がある。 

※ 解析雨量とは、気象レーダーとアメダス等の地上の雨量計を組み合わせて降水量分布を1 ㎞四

方の細かさで解析したもの。 

[出典：平成 25年９月９日 仙台管区気象台災害時自然災害報告書] 
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３ 発生要因の解析結果 

  平成 25 年８月 28 日に気象研究所から、「平成 25 年８月９日の秋田・岩手の大雨

発生要因について～山岳によるバックビルディング形成と日本海上での大量の水

蒸気の北上～」として発生要因の解析結果の発表がありました。 

 

平成25年８月９日の秋田・岩手の大雨発生要因について 

～山岳によるバックビルディング形成と日本海上での大量の水蒸気の北上～ 

今年 8月 9日、秋田県と岩手県で大雨が発生し、大きな災害がもたらされました。

大雨は２つの線状降水帯が停滞することでもたらされ、それぞれの線状降水帯は風上

にあたる奥羽山脈の山岳で積乱雲が繰り返し発生することで形成されていました(バ

ックビルディング形成)。大雨の発生要因は、前日に山陰沖に存在していた大気下層の

大量の水蒸気が、その絶対量をほとんど変えずに日本海上を北上し、東北地方に流入

したためであることがわかりました。 

今年 8月 9日に秋田県と岩手県で大雨が発生しました。日降水量と最大 1時間降水量は

それぞれ、秋田県鹿角(カヅノ)で 293.0 mm、108.5 mm、秋田県鎧畑(ヨロイバタ)で 278.0 mm、

88.0 mm、岩手県雫石(シズクイシ)で 264.0 mm、78.0 mm を記録しました。この大雨の発生

要因について、観測データや客観解析データを用いて調査しました。  

本事例では、ほぼ東西にのびる２つの線状降水帯が数時間停滞することで大雨がもたら

されていました。それら線状降水帯の形成は、積乱雲が風上(西側)で繰り返し発生する『バ

ックビルディング形成』であったことがわかりました。降水の分布と秋田県と岩手県付近

の地形の分布を比較すると、線状降水帯の西側の先端部、つまりバックビルディング形成

により積乱雲が発生していた地点付近には、白神山地と太平山地があります。海上から大

量の水蒸気が能代平野と秋田平野を経て鷹巣盆地と横手盆地に流入し、その水蒸気が山岳

による上昇流で持ち上げられ積乱雲が発生・発達したことにより、２つの線状降水帯が形

成されていました。このように線状降水帯の形成に山岳が起因していたことは、数値シミ

ュレーションでも確認できました。  

今回の秋田・岩手で発生した大雨では、前日に山陰沖の大気下層にあった大量の水蒸気

(大気 1 kg に対して水蒸気量が約 18～19 g)が日本海を北上し、大雨のあった 9日の朝に

は東北地方の日本海側沿岸部に達していました。この水蒸気量は、梅雨期の西日本での大

雨時にみられる値とほぼ同じであったことから、東北地方北部としては前例のないような

大雨になりました。このような大量の水蒸気が東北地方北部でみられることは少なく、日

本海の海面水温が平年と比較して約 1～2℃高かったことも大気下層の水蒸気量をほとんど

失わずに日本海を北上できた理由のひとつと考えられます。この点も含め、今後、さらに

詳細は解析を進めていきます。 

[出典：平成 25年８月 28日 気象研究所] 
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４ 平常時の状況と８月９日の大雨洪水災害時の状況 

 

  

雫石川（竜川）の状況 

 

  

片子沢地内県道の状況 

 

  

役場西側町道の状況 
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第 2章 被害の概要 

 

 ８月９日（金）午前８時 45 分に災害警戒本部を設置し、職員や消防団による情報

収集や被害確認を行ない、同日午前 10 時 45 分には災害対策本部に移行し、引き続き

情報収集や被害確認を継続しました。これまでに経験したことのない記録的豪雨によ

り、住民等からも浸水被害等の情報が次々と寄せられました。被害の範囲が広範であ

ったことにより、床下浸水や床上浸水をはじめとする被害もより多くあると想定され

たことから、翌 10 日には各自主防災会長にも依頼して被害状況の早期把握に努めま

した。集約された被害の状況と被害の推計額は次のとおりです。 

 

１ 被害の状況 

区分 件数 小計 合計 

人的被害 ０ ０ ０ 

住家被害 

住家 

一部損壊(床下浸水) ３１８ 

３６６ 
７５８ 

半壊(床上浸水) ４３ 

半壊 １ 

大規模半壊 １ 

全壊 ３ 

非住家 被災 ３９２ ３９２ 

土砂災害 がけ崩れ等 １０３ １０３ 

道路・土木施設

被害 
施設 

被害 

町道 １５９ 

１６９ 

３３３ 

県道 ９ 

国道 １ 

通行止 

町道 ２５ 

３０ 県道 ４ 

国道 １ 

河川 １３４ 

上下水道施設

被害 

水道施設 ２８ 

１０５ 給水障害（世帯） ５８ 

下水道施設 １９ 

農業被害 

(農業被害合計は農産

物面積を除く) 

農業施設 １，６８２ 

１，８３６ 林道 １５４ 

農産物(ha) ９６２ 

観光・商工施設被害 ３６ 

学校施設被害 ３ 

保育施設・福祉施設被害 ２ 

社会教育・社会体育施設被害 １１ 

公共施設被害 １０ 

合計 ３，１９７ 
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２ 被害推計額 

所管課 被害区分等 被害推計額(単位：千円) 

総 務 課 庁舎駐車場 １，３００ 

企画財政課 通信施設関係 ２６，１００ 

防 災 課 防犯交通安全施設 １，０００ 

福 祉 課 保育・福祉施設 ９００ 

健康推進課 保健施設関係 ３，１００ 

農 林 課 
農業関係 ２，４８２，１００ 

林道関係 ３３９，６００ 

観光商工課 観光・商工施設関係 ８７，４００ 

地域整備課 
町道関係 １，４８７，５００ 

河川関係 ２，０００，３００ 

上下水道課 
上水道関係 ４１，１００ 

下水道関係 ２８，３００ 

学校教育課 学校施設関係 ４００ 

社会教育課 社会教育・社会体育施設関係 １０，７００ 

合 計 ① ６，５０９，８００ 

 

  参考 

所管課 被害区分等 被害推計額(単位：千円) 

税 務 課 
住家関係 １２０，８００ 

非住家関係 ３４，５００ 

合 計 ② １５５，３００ 

 

 合計（①＋②）６，６６５，１００千円 

※被害推計額の十万円未満は切上 

  



8 

 

 

 

 

 

道路・河川等被害状況 
 

 

１. 橋 場
は し ば

地 区 

２．上野沢
うわのざわ

地区 

３．雫
しずく

石川
いしがわ

（竜川
りゅうがわ

）護岸 

４．中 島
なかじま

地 区 

５．鴬
おう

宿
しゅく

地区 

６．矢
や

櫃
びつ

地 区 
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１．橋場地区①（バス立往生） 

 

 

１．橋場地区② 
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１．橋場地区③（小赤沢） 

 

 

１．橋場地区④（小赤沢） 
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２．上野沢地区① 

 

 

２．上野沢地区② 
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２．上和野③ 

 

 

２．上和野④ 
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３．雫石川（竜川）護岸① 

 

 

３．雫石川（竜川）護岸② 

 

※赤の線は災害前の護岸の位置を示す 
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３．雫石川（竜川）護岸③ 

 

 

３．雫石川（竜川）竜川護岸④ 

 

※ 赤の線は災害前の護岸の位置を示す 
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４．中島地区①(ライスセンター前)  
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４．中島地区②（中島交差点付近） 

 

 

４．中島地区③ 
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５．鴬宿地区①(長野) 

 

 

５．鴬宿地区②（川長山荘裏） 
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５．鴬宿地区③(加賀助第２駐車場付近) 

 

 

５．鴬宿地区④（南畑小学校前） 
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６．矢櫃地区①（矢櫃橋） 

 

 

６．矢櫃地区②（栃ヶ沢橋） 
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６．矢櫃地区③ 

 

 

６．矢櫃地区④ 
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農地・農業施設被害状況 

 

 
 

１. 橋場
は し ば

地区 

２．和野
わ の

・上和
か み わ

野
の

地区 

３．中島
なかじま

・中南
なかみなみ

地区 

４．片子沢
かたござわ

地区 

５．矢
や

櫃
びつ

地区 

 

〇 その他被災状況 
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１．橋場地区①（小赤沢） 

 

 

１．橋場地区②（安栖） 
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１．橋場地区③（小赤沢） 

 

 

２．和野・上和野地区① 
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２．和野・上和野地区② 

 

 

２．和野・上和野地区③ 
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２．和野・上和野地区④ 

 

 

３．中島・中南地区① 
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３．中島・中南地区② 

 

 

３．中島・中南地区③ 
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４．片子沢地区① 

 

 

４．片子沢地区② 
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４．片子沢地区③ 

 

 

４．片子沢地区④ 
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５．矢櫃地区① 

 

 

５．矢櫃地区② 
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５．矢櫃地区③ 

 

 

５．矢櫃地区④ 
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農地被害状況（法面崩壊） 

 

 

農地被害状況（法面崩壊） 
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農地被害状況（法面崩壊） 

 

 

農地被害状況（法面崩壊） 
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農地施設被害状況（ビニールハウス） 

 

 

農地施設被害状況（ビニールハウス） 

 



39 

 

農地施設被害状況（ビニールハウス） 

 

 

その他被害状況（漂着した牧草） 
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第３章 災害対策の取組み 

 

１ 災害警戒本部、災害対策本部の設置 

 (１) 災害警戒本部 

    ８月９日(金)午前８時 45分に設置 

 (２) 災害対策本部 

    ８月９日(金)午前 10時 45 分に災害警戒本部から移行設置 

    11 月 11 日(月)午前９時 35分に廃止（開催回数 52回） 

 

２ 陳情及び調査対応 

 (１) 岩手県知事現地調査 

    ８月 10 日(土)御明神地区雫石川堤防決壊箇所 

(２) 激甚災害指定等の陳情 

 ８月 12日(月)岩手県に対し関係４市町にて陳情 

 (３) 政府調査団現地調査への対応 

 ８月 13日(火)御明神地区雫石川堤防欠損箇所 

 (４) 国土交通省調査団現地調査 

    ８月 14 日(水)国道 46号橋場地区 

 (５) 岩手県議会県土整備委員会県北ブロック調査 

    ９月 11 日(水)県道紫波雫石線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 災害救助法の適用及び激甚災害の指定 

 (１) 災害救助法 

    ８月 10 日付けにて災害救助法適用の決定 

 (２) 激甚災害 

    ８月 15 日(木)激甚災害指定(本激) 

    ９月３日(火)早期局地激甚災害の閣議決定 

 公共土木施設等(9/6 交付・施行) 

 

H25.8.13 政府調査団現地調査 H25.8.10 岩手県知事現地調査 
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４ TEC-FORCE（テックフォース：緊急災害対策派遣隊）による調査支援 

   被害の状況把握方法、復旧方法の考え方、災害復旧の留意点、生活道路であ

る町道の早期通行ルート設定方法等について技術的助言をいただきました。 

 (１) 派遣期日 平成 25年８月 26日（月） 

 (２) 派遣隊員 国土交通省東北地方整備局道路部、岩手河川国道事務所 

 

５ 応急対策 

(１) 避難対策 

  ① 避難所の開設 

    ８月９日（金）午前 11時 32 分に避難所を開設し、防災行政無線・いわて

モバイルメール・町ホームページを用いて自主避難を周知しました。 

また、避難所への移動が困難な場合には屋内高所退避するよう併せて周知

しました。 

開設避難所 ９日避難者数 延べ避難者数 閉鎖日 

雫石公 民館 ３９ ４３ ８月 10 日 

御所公 民館 ０ ０ ８月９日 

御明神公民館 ２６ ４１ ８月 13 日 

西山公 民館 ５ ５ ８月９日 

中央公 民館 ３ ３ ８月９日 

橋場小 学校 ２３ ２３ ８月９日 

合  計 ９６ １１５  

   ※１ ピーク時避難者数：８月９日（金）午後３時 76 人（一時、総合福祉

センターに避難する方もありました。） 

   ※２ 開設時間：８月９日（金）午前 11時 32 分 

最終閉鎖：８月 13日（火）午後８時（御明神公民館） 

※３ 御所公民館は、駐車場など一帯が冠水状態となったことにより避難所と

しての機能を果たすことができませんでした。御明神公民館も一時駐車場

が冠水状態となりましたが、避難所としての機能は果たすことができまし

た。 

③ 応急食料の提供  

    町婦人消防協力隊への要請により炊き出しを提供したほか、町の備蓄食料、

更には、孤立地区対策に併せて県からの供給により応急食料を提供しました。 

期 日 備蓄(町) 
炊出し

(町) 
県提供 町 備 考 

８月９日(金) 
200 食 米 10kg   避難所用 

 200 食   道の駅 

８月10日(土) 
  130 食 

×３回 

 

避難所 

矢櫃、上野沢 
８月11日(日) 

  100 食 

×３回 

 

８月12日(月)    ２食 避難所 

(御明神) ８月13日(火)    ２食 

   応急食料経費：98,815 円 
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(２) 関係機関対応状況 

被害情報の収集と災害対応のため、次の機関が参集して初期対応にあたった

ほか、盛岡西消防署雫石分署による警戒パトロールや救助活動も行われました。 

期 日 

国土交通省 
岩手河川国道事務所 

岩手県 
盛岡広域振興局 

岩手県警察 
盛岡西警察署 

人員 人員 人員 車両 

８月９日（金） ２人 １人 25 人 10 台 

８月 10日（土） ２人 ２人 12 人 ６台 

８月 11日（日） ２人 ２人 ９人 ６台 

８月 12日（月） ― ― ６人 ４台 

８月 13日（火） ― ― ６人 ３台 

合 計 ６人 ５人 58 人 29 台 

 (３) 自衛隊災害派遣要請 

道路崩壊等による孤立地区対策のため、平成 25年８月９日（金）午後０時

24分に岩手県総務部総合防災室を経由し、自衛隊に対し災害派遣を要請しまし

た。同日、午後２時頃、陸上自衛隊第９特科連隊第二大隊 45名が到着し、人

命救助を主体に災害対応に当たりました。 

① 主要活動 

   ・孤立した国見地区からの避難者救出 

８月 10日（土）自衛隊ヘリコプター２機により、石塚旅館駐車場から 12名

を救出しました。 

   ・上空偵察 

８月 10日（土）自衛隊ヘリコプターに職員２名搭乗し、上空からの被害状

況の確認を行ないました。 

   ・孤立地区への食糧供給 

    ８月 10 日（土）上野沢地区へのヘリコプターによる供給 

            矢櫃地区への隊員による供給 

    ８月 11 日（日）上野沢地区への隊員による供給 

② 派遣人員等 

  期 日 人 員 車 両 ヘリコプター 

８月９日（金） 77 人 15 台 － 

８月 10日（土） 49 人 15 台 ３機 

８月 11日（日） 61 人 15 台 １機 

計 187 人 45 台 ４機 

③ 撤収日 

８月 11日（日）午後６時 20分に岩手県総務部総合防災室を経由して撤収を

要請し、同日、午後７時 15分に撤収となりました。 
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(４) 情報周知  

   情報については、防災行政無線のみならず、次の手段により広く周知に努

めました。 

① いわてモバイルメールによる配信 

② 町ホームページ、ツイッターによる発信 

③ 町広報紙号外による支援情報等の周知 

※ ツイッターの運用開始：８月 12日 

(５) 孤立地区対策 

① 国見地区 

   ・孤立者数 12 人 

   ・孤立者救出 

８月 10日(土)午前 11時頃、自衛隊ヘリコプター２機により救出。 

（宿泊施設従業員及び利用客合わせて 10人は下山希望なし） 

   ・道路交通の確保 

 ８月 11日(日)県道国見温泉線啓開（一般車両通行止） 

     ８月 26 日(月)県道国見温泉線通行止め解除（片側交互通行） 

  ② 上野沢地区 

   ・孤立者数 32 世帯 68 人 

・食料提供 

 ８月 10日(土)～11 日(日)自衛隊ヘリコプターによる食料運搬。 

   ・通信確保対策  

８月 11日(日)特設公衆衛生電話２台配置（NTT 東日本災害対策室提供） 

８月 14日(水)ソフトバンク、KDDI 携帯電話回線開通（移動衛星系無線車

設置） 

８月 15日(木)NTT ドコモ携帯電話回線開通（パラボラ衛星回線設置） 

８月 21日(水)一般電話回線復旧 

９月 20日(金)光回線復旧 

   ・電力確保対策 

     ８月 10 日(土)非常用発電機４台を自衛隊ヘリコプターにより運搬 

     ８月 12 日(月)停電復旧 

   ・地区内状況確認及び健康状態の確認 

     ８月 12 日(月)自衛隊ヘリコプターにより職員が現地入りして確認 

   ・道路交通の確保 

     ８月 11 日(日)横欠から上野沢に至る町道晴山上野沢牧野線開通 

   ・消防対策 

     ８月 26 日(月)盛岡西消防署雫石分署により、上野沢地内に可搬ポンプ

及びホースを設置 
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  ③ 矢櫃(芦ヶ平)地区 

   ・孤立者数 ４世帯 

・食料の提供 

     ８月 10 日(土)～11 日(日)自衛隊による食料の運搬 

   ・道路交通の確保 

     ８月 10 日(土)県道紫波雫石線開通 

   ※停電と電話不通発生なし 

  ④ 志戸前地区 

   ・孤立者数 17 人（飲食店への避難 11人、車両内避難６人） 

        住民以外は午後８時に自力避難 

   ・道路交通の確保 

     ８月 15 日(木)志戸前林道（鴬宿方面）開通 

     10 月 19 日(土)志戸前林道応急復旧工事完了(日影頭首工付近) 

   ・消防対策 

     ９月 17 日(火)盛岡西消防署雫石分署により、志戸前地区内に可搬ポン

プ及びホースを設置 

  ⑤ 道の駅 

   ・一時避難者数 250 人（ＪＲ利用者） 

   ・食料の提供 株式会社しずくいしによる食料提供の協力 

(６) 主要交通の復旧 

  ① 鉄道 ８月 12日(月)秋田新幹線・田沢湖線運行再開  

  ② 道路 ８月 12日(月)国道 46号通行止め解除(片側通行区間有) 

              県道矢巾西安庭線通行止め解除 

(７) ライフラインの復旧 

  ① 停電復旧 ８月９日(金)西安庭矢櫃方面 65件、御明神橋場方面 50件 

  ② 断水復旧 ８月 10日(土)天戸、片子沢、桝沢、外桝沢９世帯 

         ８月 11 日(日)安庭、中島、南、上和野、和野、籬野 17世帯 

         ８月 12 日(月)橋場、安栖、山津田 32世帯 

 (８) 防疫対策（消毒剤配布） 

  ① 配布開始日 ８月 10日(土) 

  ② 配 布 場 所 役場及び地区公民館（８月 16日から配布場所を役場に統一） 

  ③ 配 布 実 績 消石灰 857 袋（10kg、20 ㎏） 

          家庭用塩素系漂白剤 489 本 

          逆性石鹸 111 本 

  ④ 購 入 費 731,584 円 

(９) 災害廃棄物対策 

  ① 災害ごみの受け入れ 

受入場所 受入開始日 受入ごみ 

清掃センター ８月 10日(土) 家財道具、布団、畳など 

御明神運動場 
８月 15日(木) 汚泥、流木、草木など 

鴬宿屋内ゲートボール場脇 
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  ② 処理実績 

処理区分 焼却処理 埋立処理 その他 合計 

処 理 量 552ｔ 228ｔ 23ｔ 803ｔ 

  ③ 処理事業費 

    59,191,966 円 

④ 土のう袋配布（流入汚泥回収用） 

・配布開始日 ８月 15日(木)  

・配布場所  役場環境対策課 

・配布数量  16,900 枚 

 ⑤ 土砂の受入 

   ・受入開始日 ８月 16日(金) 

   ・受入場所及び受入実績 旧上長山小学校跡地 177 台 

   ・受入管理  町シルバー人材センターに依頼 

 (10) 消防団による対応 

    ８月９日(金)午前９時の出動要請により、消防ポンプ自動車を用いて、受持

ち区域の警戒巡視パトロールや交通誘導、宅地内の排水作業や土のう積み作業

に当たりました。 

    また、翌日からは水路内の土砂撤去の要請に応じたほか、上野沢、志戸前の

孤立地区には小型ポンプを設置し火災の発生に備えました。 

 (11) 民生児童委員、自主防災会による対応 

  ① 民生児童委員による対応 

    災害時要支援者の安否については、民生児童委員を通じて行われ、全員の無

事を確認することができました。 

  ② 自主防災会による対応 

  地域における防災の要でもある自主防災会においては、自主的に次の活動に

取り組まれました。 

安否確認、被害情報収集、避難誘導、救出活動、自主避難所開設、炊き出し、

被害箇所見回り、水防活動、被災住宅支援、瓦礫撤去、流入土砂除去、水路

の土砂除去、砂利敷き等 

[８月９日の大雨洪水等に係る自主防災会の対応状況調査から] 
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第４章 被災者支援・復旧復興への取組み 

 

  被災者の支援と復旧復興に向けては、被災者の生活と健康を確保すること、でき

るだけ早期の復旧復興を念頭に、意見交換会等を開催し住民理解を得ながら進める

こと、総合相談窓口を設けて精神的不安や生活不安を解消し、各種手続きの簡便化

を図ることにより被災住民の支援を行うことに配慮しました。 

  また、近隣市町や静岡県富士市などからの職員派遣をいただき、復旧復興体制を

強化して災害復旧事業の取り組みを進めたほか、全国各地からの災害ボランティア

の皆さんに、被災家屋からの泥出しや片づけなど懸命な支援活動をいただきました。 

 

１ 意見交換会 

 (１) 上野沢地区意見交換会 

    孤立化した上野沢行政区の生活を確保、支援することを目的に開催しました。 

実施日 実施場所 住民出席 町出席 

８月 24日(土) 

上野沢 

27 人 ７人 

９月５日(木) 20 人 ７人 

11 月 21 日(木) 15 人 ７人 

合計３回 62 人 21 人 

 (２) 地区別意見交換会 

    災害の対応状況と各種支援制度を説明し、支援することを目的に開催しまし

た。 

実施日 対象 住民出席 町等出席 

９月６日(金) 御所地区 59 人 25 人 

９月９日(月) 御明神地区 60 人 24 人 

９月 12日(木) 雫石・西山地区 16 人 23 人 

９月 19日(木) 定住促進住宅入居者 ８人 ８人 

合計４回 143 人 80 人 

 

２ 各種支援制度の周知 

  復旧復興に向けた支援策として、り災証明・り災届出証明の発行、町税・各種保

険料減免、住宅の応急修理制度、水道料金減免、衛生対策・消毒方法、災害ボラン

ティア受入、災害義援金受入、総合相談窓口設置、各種援護資金貸付制度、宅地内

崩土除去経費助成、災害見舞金、農業災害緊急支援事業、被災宅地補修等補助金等、

各種支援制度を周知するため、広報しずくいし号外を３回発行したほか、町広報紙

９月号では特集記事を掲載しました。 

  



47 

 

 

 

 

 



48 

 

 

 

  



49 

 

 

 

 

  



50 

 

 

 

  



51 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報しずくいし９月号 P４～P5 
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広報しずくいし 9月号 P8～P9 
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３ 災害ボランティアセンターの設置 

 流入土砂の除去や破損家財などの搬出など、被災者ニーズに応えるためボランテ

ィアセンターを設置し、要望の受付やボランティアの派遣調整を行いました。 

(１) 設置期間 ８月 10日(土)～９月 16日(月) 

 (２) 設置運営 雫石町社会福祉協議会 

 (３) 対応件数 124 件 

 (４) 延べ人員 1,948 人 

 

４ 総合相談窓口の設置 

 被災者の相談が多岐にわたることから、相談や手続きの簡便性を図るため、総合

相談窓口を設置し対応しました。 

(１) 設置期間 ８月 27日(火)～９月５日(木) 

 (２) 設置場所 役場１階ロビー 

(３) 相談件数 217 件 
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５ 心身の健康相談窓口の開催 

   個別相談や健康教育を通じて、被災者の心身のケアに努めました。 

実施日 実施場所 相談者 スタッフ 

８月 11日(日) 上野沢 48 人 保健師他 1人 

８月 26日(月) 中 町 １人 保健師他１人 

９月 11日(水) 上野沢 11 人 保健師２人 

10 月２日(水) 下川原 １人 保健師１人 

10 月 16 日(水) 定住促進住宅 ３人 保健師２人 

10 月 25 日(水) 上野沢 11 人 保健師他２人 

11 月 22 日(水) 上野沢 ８人 保健師他１人 

12 月 20 日(水) 上野沢 10 人 保健師２人 

３月６日(木) 矢 櫃 ７人 保健師１人 

３月 17日(月) 小赤沢 ９人 保健師他４人 

実施回数 10回 109 人 22 人 

 

６ 各種支援制度の実績 

 (１) り災証明書の交付（担当：税務課） 

    金融機関等による融資や保険等の減免・猶予などを受けることができるよう

にするため、実地調査のうえ申請に基づいて「り災証明書」を交付しました。 

全壊 ３件 大規模半壊 １件 半壊 48 件 

一部破損 183 件 被災(非住家) 45 件 合計 280 件 

 (２) り災届出証明書の交付（担当：防災課） 

    生活支援に必要な措置(保険の給付等)を受けことができるようにするため、

申請に基づいて「り災届出証明書」を交付しました。 

交付件数 43 件 

 (３) 町税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の減免及び国民年金保険料の特例 

免除（担当：税務課、福祉課、町民課） 

    所有する財産に被害があった場合、その被害の程度及び所得の状況に応じて 

減免を受けられる場合があること。住家が半壊以上の被災をした国民年金加入 

者で、国民年金保険料の納付が困難となった人は、国民年金保険料の特例免除 

が受けられる場合があることから、この申請を受け付けました。 

種  別 件数等 減免等額 

個人町民税 減免 41 人 1,921,900 円 

国民健康保険税 減免 28 世帯 2,558,500 円 

固定資産税 減免 164 人 1,033,000 円 

介護保険料 減免 36 人 462,200 円 

後期高齢者医療保険料 減免 13 件 33,200 円 

国民年金保険料 特例免除 ２件 183,000 円 

合  計 6,191,800 円 
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 (４) 国保等保険証の再発行（担当：町民課） 

    被災により、国民健康保険・後期高齢者医療の保険証を紛失した方に、申請

により再発行しました。 

① 国民健康保険証    ３件 

  ② 後期高齢者医療保険証 ０件 

 (５) 各種証明手数料の減免（担当：税務課、町民課） 

    住民票や納税証明書等の発行手数料について、大雨洪水災害に関連する手続

きに必要な場合に、交付手数料を免除しました。 

種  別 減免件数 減免金額 

戸籍謄本等交付手数料 58 件 17,400 円 

所得証明等交付手数料 30 件 9,000 円 

り災証明書交付手数料 280 件 84,000 円 

合  計 368 件 110,400 円 

 (６) 水道料金等の減免（担当：上下水道課） 

    大雨洪水災害により掃除等に水道を使用した場合、水道料金等を前年の同月

に請求した額と同額とすることとして、減免の申請を受け付けました。 

    減免件数 75件 減免額 458,978 円 

 (７) 住宅の応急修理（担当：福祉課） 

    災害救助法により、大規模半壊と半壊世帯に対し、修理額の限度額を 52万

円として、日常生活に最低限必要な住宅の応急修理を町が実施しました。 

なお、災害救助法の適用要件（所得制限）に該当する世帯については、災害

救助法に準じた支援を町単独で実施しました。 

区 分 件数 修理額 

災害救助法適用 21 件 9,442,230 円 

町 単 独 事 業 4件 2,100,824 円 

合 計 25 件 11,543,054 円 

 (８) 災害見舞金の給付（担当：福祉課） 

    住家が全壊、大規模半壊、半壊、一部破損した世帯に対し、災害見舞金を給

付しました。 

また、一時孤立した上野沢行政区全世帯にも給付しました。 

被害区分 件数 給付額 

全壊世帯 ３件 900,000 円 

大規模半壊世帯 １件 100,000 円 

半壊世帯 44 件 2,200,000 円 

一部損壊世帯 298 件 5,960,000 円 

上野沢行政区全世帯 15 件 300,000 円 

合計 361 件 9,460,000 円 
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 (９) 被災者生活再建支援金の給付（担当：福祉課） 

    全壊、大規模半壊、半壊世帯に対し、生活再建を支援するため被災者生活再

建支援金を給付しました（県補助事業：補助率 10／10）。 

被害程度 区分 件数 給付額 備考 

全壊 

(複数世帯) 

基礎支援金 ４件 4,000,000 円 全壊３、みなし全壊１ 

加算支援金 ３件 6,000,000 円 住宅購入、新築 

１件 1,000,000 円 住宅補修 

大規模半壊 

(複数世帯) 

基礎支援金 １件 500,000 円  

加算支援金 １件 1,000,000 円 住宅補修 

半壊(複数世帯)  37 件 7,400,000 円  

半壊(単数世帯)  ６件 900,000 円  

合  計 20,800,000円  

(10) 災害義援金（担当：福祉課） 

   半壊以上の被害を受けた世帯を対象として、県の配分基準を参考に町義援金

配分委員会で配分額を決定して配分しました。 

① 受付実績 182 件 5,777,646 円 

② 配分実績 全壊世帯       ３世帯    682,422 円 

     大規模半壊・半壊世帯 45 世帯 5,118,165 円 

 (11) 居宅介護サービス費等の特例（担当:福祉課） 

    介護保険被保険者又は世帯生計維持者の所有する住宅が全室床上以上の浸

水の被害があった場合、被害の損害割合の程度により自己負担額を免除しまし

た。 

    自己負担額（１割）を全額免除 １名 

    自己負担額を 95/100 に減免   ４名 

 (12) 一時孤立地区介護認定者への支援（担当：福祉課） 

① デイサービス入居費の自己負担額の減免 

デイサービス利用施設から一時孤立状態となった上野沢地区への帰宅が困

難となった介護認定被保険者に対して、入居費の自己負担額を全額免除しまし

た。 

入居期間：Ｈ25.8.9～Ｈ25.9.8   入居者：２名 

② 介護タクシーでの送迎 

介護認定者デイサービス利用のため、介護タクシーにより自宅から施設まで

の往復送迎を実施しました。 

    実施期間：Ｈ25.9.20～Ｈ26.1.31 の火、木、金曜日 

    利用者：３名 

 (13) 各種援護資金の貸付（担当：福祉課） 

    実績なし 
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 (14) 宅地内の崩土撤去費用の助成（担当：総務課） 

    宅地隣接地の斜面等の崩落によって「宅地敷地内」に入り込んだ崩土（宅地

の裏山から崩土した土）を除去する費用について、申請に基づき一部を助成し

ました。 

    助成件数 11件 助成額 1,025,000 円 

 (15) 未舗装道路の応急修理用砕石の提供（担当：地域整備課） 

    行政区や自主防災組織、農事実行組合など、地域組織の皆さんのなかで、自

主的に道路等の応急補修にご協力いただける場合で、地域組織で砕石会社に取

りに行き、運搬から補修まで行っていただける場合に限り、町から補修用砕石

を提供しました。 

    提供件数 30件 742 ㎥ 1,363,054 円 

 (16) 農業災害対策緊急支援事業（担当：農林課） 

① 農業用水確保対策事業 

流出や冠水等により揚水ポンプが使用不能となった場合における揚水ポン

プの借上げ（電気料、燃料費、人件費は除く）に係る費用について、90％（上

限 23万円）を助成しました。 

    補助金交付件数 １件 182,438 円 

  ② 農機具再生利用事業 

水没、埋没等により修理を要する農業機械・器具の修理費の１／２(上限２

万円)以内を助成しました。なお、２台目以上は上限を４万円までとしました。 

    補助金交付件数 14 件 326,415 円 

 (17) 農作物災害対策復旧事業（担当：農林課） 

防除、農作物のまき直しに係る種子代、改植に係る苗代、代替飼料の購入費

を助成しました（補助割合：県１／３、町１／３、農協１／３）。 

区分 件数 補助額 補助内訳 

葉菜 97 戸 840,926 円  

花き ９戸 1,800,790 円  

菌茸 １戸 782,613 円  

畜産 30 戸 7,450,520 円  

合計 137 戸 10,874,849 円 
県 5,437,422 円 

町 5,437,427 円 

 (18) 農作物災害対策復旧事業（担当：農林課） 

    上記の農作物災害対策事業の対象とならない被災者で、農作物のまき直しに

係る種苗代（種苗代代 9,000 円以上を対象）の１／３を助成しました。 

    補助金交付件数 19 件 1,271,300 円（まき直し等） 
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 (19) 家畜飼養緊急支援事業（担当：農林課） 

    牛舎等の浸水被害で代替飼料購入に要した費用について、日額200円／頭で、

10日間までを限度として助成しました。 

    補助金交付件数 1件 34,000 円 

 (20) 農地・農業用施設小規模災害復旧事業（担当：農林課） 

 １件が 13万円未満の農地・農業用施設（用排水路等）に係る復旧工事につ

いて、国庫補助災害復旧の国庫補助率と同率を助成しました（工事発注:農家）。 

工事区分 件数 補助金額 備考 

農地 310 件 28,042,000 円 補助率 97.8％ 

農業用施設 123 件 11,993,000 円 補助率 99.7％ 

合計 433 件 40,035,000 円  

 (21) 被災宅地補修等補助金（担当：地域整備課） 

    被災した宅地の擁壁や法面の修繕や補修工事を行う方へ工事費用の一部を

補助しました。 

    補助対象経費等 補助対象工事費から 20万円を控除した金額の１／２ 

上限 100 万円 

補助金交付件数 11 件 2,592,000 円 

 (22) 中小企業被災資産修繕事業（担当：観光商工課） 

    被害を受けた町内の店舗、工場又は事業所等の修繕及び施設内に流入した土

砂の撤去を行う中小企業者に対し、経済基盤の再興と就業機会の確保を図るた

め、店舗、工場棟の修繕に要する費用を助成しました。 

   補助対象経費等 

業種 補助対象経費 補助率 補助限度額 

宿泊業 
修繕費 1,000 万円以上 １／２ 2,000 万円 

修繕費 1,000 万円未満 
１／４   100 万円 

その他の業種 修繕費 相当額 

補助件数及び補助額等 

補助件数 復旧経費 補助金額 

６事業所 29,750,279 円 12,484,000 円 

   県交付金（特定被災地域復旧支援交付金）対象件数 １件  5,110,000 円 

 (23) 中小企業災害復旧資金等利子補給制度（担当：観光商工課） 

    災害により事業活動に支障をきたしている町内の中小企業の経済的な負担

を軽減するため、金融機関から借入した災害復旧に係る資金について、利子補

給を行いました。 

   補助対象経費等 

対象となる資金の種類 補給対象借入限度額 補給率 

岩手県中小企業災害復旧資金 1,000 万円 100％ 

日本政策金融公庫の災害復旧貸付 3,000 万円 100％ 
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   補助件数及び補助額等 

補助件数 資金借入総額 補助金予定総額 資金返済期間 

５事業所 29,000,000 円 2,572,805 円 ４年～19 年 

 (24) 被災に係る定住促進住宅入居支援 

    住家に被害があった世帯の生活基盤を確保するため、定住促進住宅への入居

と家賃の減免により支援しました。 

年 度 入居件数 入居人員 

平成 25年度 12 世帯 33 人 

平成 26年度 ８世帯 20 人 

平成 27年度 ４世帯 11 人 

 

７ 大雨洪水災害対応の検証 

   ８月９日の大雨洪水は、一時に御所地区や御明神地区の道路冠水や住家への浸

水など被害が広範にわたる中、被害情報の収集整理や被害調査、応急対策などに

係る問題も明らかになったことから、災害対応に係る検証を通じて課題や改善策

を見出し、今後の災害に的確に対応できるよう、防災体制の強化と充実を図るこ

とを目的に検証しました。 

 (１) 検証の方法 

  ① 災害対応検証シートの作成 

    災害応急対策における問題点や課題について、庁内各課及び防災関係機関に

作成を依頼し取りまとめました。 

    ・検証シート作成依頼機関 

国土交通省：岩手河川国道事務所 

岩 手 県：総務部総合防災室、盛岡広域振興局経営企画部・保健福祉環

境部・農政部・林務部・土木部 

警察・消防：盛岡西警察署、盛岡西消防署雫石分署 

そ の 他：庁内各課、雫石町土地改良区 

  ② 庁内検討会の開催 

    「主事・主任級」、「主査級」、「管理職級」により、それぞれ携わった業務で

感じたことを通じて、課題改善の方向等を検討すべく開催しました。 

  ③ 大雨洪水検証検討会議の開催 

    14 項目にわたっての検証により、災害応急対応時の問題点等について課題や

改善の方向性を見出しました。 

防災体制の強化と充実に向けて、町地域防災計画の見直しやこれを補完する

マニュアルの作成にあたっては、県地域防災計画との整合を図るとともに、こ

の度の検証の結果を踏まえ、災害対応に反映することとしました。 
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・開催日時 平成 26年３月 25日(火)午後１時 30分から 

   ・開催場所 雫石町総合福祉センター大会議室 

   ・出席機関 国土交通省：岩手河川国道事務所、盛岡地方気象台 

岩 手 県：総務部総合防災室、盛岡広域振興局経営企画部・保

健福祉環境部・農政部・林務部・土木部 

警察・消防：盛岡西警察署、盛岡西消防署雫石分署 

改 良 区：雫石町土地改良区 

町    ：三役及び管理職 

④ 検証項目及び課題・改善の方向 

 検証項目 問題点 課題・改善の方向 

１ 被害情報

の収集 

○ 気象情報や入ってくる災害情

報、情報整理、各課等との連絡

調整等一時に集中する事態への

対応 

○ 被害情報の把握方法の改善 

○ パトロール等の安全対策 

○ 調査事項の不備 

○ 道路、河川情報の共有 

○ 被害調査済みの連絡 

○ 災害情報受付用紙の修正 

○ 応援体制の整備 

○ 二度手間を省略し当初からＰ

Ｃにての種別整理 

○ 職員の安全確保 

○ 通行止個所等の図面への表示 

○ 調査事項の事前調整 

○ 情報の伝達ルートの確認 

○ 調査済み伝達方法の検討 

２ 被害情報

の伝達 

○ 情報の確実な伝達 

○ 情報の整理 

○ 通信手段の確保 

○ 情報の共有 

○ 所管課への適切な伝達 

○ 当初からの種別整理 

○ 防災行政無線の携行 

○ 携帯電話通話エリアの拡大要請 

○ 庁内グループウエアの活用 
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 検証項目 問題点 課題・改善の方向 

３ 被害情報

の集約と

報告 

○ 被害情報集約体制 

○ 被害報告の整理 

○ 情報の共有 

○ 災害対策本部での報告 

○ 被災箇所位置図情報 

○ 集約体制の検討 

○ 被害情報入力シートの修正 

○ 県報告様式に準じた整理、情

報集約の一本化 

○ デスクネッツの活用 

○ 紙ベースによる資料提供 

○ 防災情報システムの活用 

４ 情報発信 ○ 情報の共有 

○ 住民等への情報の伝達 

○ 公表資料の形態 

○ デスクネッツの活用 

○ エリアメールの活用 

○ 防災ラジオの有償配布 

○ 庁内資料と公表資料の区分 

５ 応急対応 ○ 人員の確保 

○ 安全の確保 

○ 土のうの備蓄 

○ 関係機関との連携 

○ 早期の通行規制 

○ 関係事業者との連携 

○ 除去物等仮置き場の確保 

○ 救命ボートの配備 

○ 輸送車両の確保 

○ 応急資材の確保 

○ 応援体制の整備 

○ 危険個所からの退避 

○ 消防団、自主防災会による備

蓄推進 

○ 関係機関との事前調整 

○ 関係機関からの情報収集 

○ 関係事業者との事前調整 

○ 仮置き場の事前選定 

○ 水難救助資機材の配備 

○ 輸送事業者との事前調整 

○ 応急資材の備蓄 

６ 防疫活動 ○ 必要な防疫薬品の把握 

○ 必要な防疫薬品の調達 

○ 配布方法 

○ 防疫薬品の事前把握 

○ 防疫薬品調達先の事前把握 

○ 配布方法の事前検討 

７ 廃棄物対

策 

○ 災害廃棄物仮置き場の確保 

○ 災害廃棄物の処理方法 

○ 災害廃棄物の区分 

○ 災害廃棄物仮置き場の事前選定 

○ 災害廃棄物処理の事前検討 

○ 部門間の事前検討 

８ 避難所の

運営と設

営 

○ 開設施設の選定 

○ 情報源の配備 

○ 非常食の提供 

○ 必要書類の整備 

○ 物資の備蓄 

○ 開設可否情報の報告 

○ テレビ、ラジオ等の設置 

○ 計画的備蓄の推進 

○ 必要書類の事前配備 

○ 分散配備の検討 

９ 孤立地区

への対応 

○ 連絡手段の確保 

○ 火災対応 

○ 被災者の安寧 

○ 福祉事業者の対応 

○ 防災行政無線（移動系、固定

系）の活用 

○ 衛星携帯電話の活用 

○ 可搬型ポンプの設置 
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 検証項目 問題点 課題・改善の方向 

○ メンタルケアによる支援 

○ 福祉事業者との事前調整 

10 避難者・

被災者へ

の支援 

○ 安否確認のあり方 

○ 要援護者の避難先確保 

○ 支援策の情報提供 

○ 必要数量の把握 

○ 安否確認体制の検討 

○ 福祉避難所の事前選定 

○ 今回支援策の整理と共有 

○ 正確な情報の確認 

11 食糧等供

給 

○ 物資の不達 

○ 食料調達方法 

○ 支給数量の把握 

○ 物資の分散備蓄の検討 

○ 近隣事業者との事前調整 

○ 農産物供給の事前調整 

○ 支給者数及び支給数量の整理 

12 関係機関

との連携 

○ 自衛隊の派遣要請 

○ 協定締結機関との連携 

○ 関係機関との連携 

○ 情報の伝達と派遣要件の整理 

○ 情報連絡体制の整備 

○ 被害調査に係る事前調整 

○ 合同勉強会の開催 

○ 農業関係者による被災農家支

援策の構築 

13 ボランテ

ィア対応 

○ 長期支援ボランティアへの対応 

○ 支援活動に係る情報共有 

○ 対象範囲の方針 

○ ニーズ把握 

○ 滞在場所等の事前選定と情報

提供 

○ 正確な情報の共有 

○ 担当業務の修正 

14 その他 ○ 避難勧告等の基準 

○ 非住家被害の認定 

○ 住家被害の算定方法 

○ 農地調査の重複 

○ 対応業務の明確化 

○ 私用車の運行 

○ 庁舎防災拠点機能の確保 

○ 具体的数値の検討 

○ 関係防災機関との調整 

○ 水位計設置の要請 

○ 住家被害認定基準の準用 

○ 参考算定方法による算定 

○ 作業分担の事前調整 

○ 担当業務の事前調整 

○ 対応マニュアルの作成 

○ 私用車公用使用届出の周知 

○ 浸水に備えた対応の検討 
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８ 復興整備課の設置 

  大雨洪水災害による被害の早期復旧を図るため、平成 25年 11 月１日付けで復興

整備課を設置しました。町職員だけでは、復旧事業の推進が困難であることから、

県や近隣市町村のほか静岡県富士市などから職員派遣をいただき、復旧工事に係る

設計及び施工管理を主な業務として、農地・農業用施設・林道及び公共土木施設の

復旧に一体的に取り組みました。 

(１) 派遣職員 

派遣元自治体等 役 職 氏 名 期 間 

静岡県富士市 主査 橋 本  剛 H25.11.1 ～ H27.9.30 

静岡県富士市 主任 川 口 英 之 H25.11.1 ～ H26.3.31 

静岡県富士市 主任 古 郡  恒 H26.4.1 ～  H27.3.31 

秋田県仙北市 主査 佐々木 公 雄 H26.9.1 ～  H27.9.30 

滝沢村 主査 伊 藤 圭 晃 H25.11.1 ～ H25.12.31 

滝沢市 主査 佐 藤 志 貴 H26.1.1 ～  H26.3.31 

滝沢市 主査 川 又 健 二 H26.4.1 ～  H27.3.31 

岩手町 主査 阿 部 嘉 仁 H25.11.1 ～ H26.3.31 

葛巻町 災害復興支援員 遠 藤 彰 範 H25.11.1 ～ H26.7.31 

雫石町土地改良区 主査 中 上 義 久 H25.11.1 ～ H26.3.31 

(２) 岩手県応援職員 

岩手県 課長 菅 原 常 彦 H25.9.6 ～  H26.3.31 

岩手県 主任主査 大志田 建 男 H25.11.1 ～ H25.12.31 

岩手県 主査 吉 田  篤 H25.11.1 ～ H25.12.31 

岩手県 主査 川 崎 良 明 H25.11.1 ～ H25.12.31 

岩手県 主任 上 山  俊 H25.11.1 ～ H25.11.14 

岩手県 主任 木 村 貴 文 H25.11.15 ～ H25.12.31 
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９ 災害復旧工事の概要 

(１) 補助災害復旧工事 

区 分 件 数 工事費（単位：千円） 

公共土木 道路 37 件 590,000 

橋梁 3 件 30,000 

河川 68 件 1,090,000 

計 108 件 1,710,000 

林業用施設（林道） 35 件 520,000 

農地・農業用施設 農地 45 件 290,000 

農業用施設 30 件 140,000 

計 75 件 430,000 

水道施設 6件 20,000 

下水道施設 3件 10,000 

合 計 227 件 2,680,000 

(２) 単独災害復旧工事 

区 分 件 数 工事費（単位：千円） 

公共土木 200 件 150,000 

林業用施設 44 件 40,000 

農地・農業用施設 29 件 60,000 

水道施設 32 件 20,000 

下水道施設 20 件 10,000 

その他公共施設 8件 40,000 

合 計 332 件 310,000 

 (３) 小災害復旧工事 

区 分 件 数 工事費（単位:千円） 

公共土木 258 件 110,000 

農地 585 件 180,000 

農業用施設 242 件 70,000 

合 計 1,085 件 370,000 

 (４) 合計 

区 分 件 数 工事費（単位:千円） 

公共土木 566 件 1,970,000 

林業用施設 79 件 550,000 

農地・農業用施設 931 件 740,000 

水道施設 38 件 40,000 

下水道施設 23 件 20,000 

その他公共施設 8件 40,000 

合 計 1,645 件 3,360,000 

   ※千万円単位の端数処理としているため、合計値は一致しない部分があります。 

    その他公共施設：役場駐車場舗装、光ケーブル、歴史民俗資料館、御明神保育所等 
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